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愛と知の環
つながりの学びを広げよう！つながる中で自己の思索を深めよう！

人類は、そうして文化を創造し続けてきた！
さあ、わたしたちもその仲間に加わろう（M.M.）
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平成２８年度公開講演会のご案内

千葉学習センターでは、月１回のペースで公開講演会を開催いたします。いずれも要事前申込、参加費
は無料です。また、放送大学の学生以外の方でもご参加いただけますので、ご家族・ご友人をお誘いの
うえ是非ご参加ください。参加を希望される方は、学習センター窓口または電話、メール、ＦＡＸにて
お申込みください。

【申し込み先】メール:chibagaku_soumu@ouj.ac.jp ／電 話:043-298-4367 ／ＦＡＸ:043-298-4386

○講 師 安田 正實 氏（千葉大学名誉教授）

○内 容 よく知られたフィボナッチ数列：1,1,2,3,5,8,13…に纏わる話しを基礎数学；二項展開、行
列、連分数、黄金比から始めよう。この数列はやさしい生成規則であるが、神秘的な魅力を
数多く富むもので入学試験問題にも表れる。

『やさしく神秘的なフィボナッチ数に纏わる話』

会場：附属図書館３階AVホール

まつ

４月１７日(日) １３時３０分～１５時００分

『障害のある人が学習する環境をどのように実現するか
～障害者差別解消法施行で求められる合理的配慮について～』

４／２８受付

５月２８日（土）１３時３０分～１５時００分

○講師 高橋 知音 氏 （信州大学学術研究院教育学系教授）

（附属図書館AVホール）

『（仮）イランの女性の現今－政教－致政策にみる教育システムを軸に』 ５／１２受付

６月１２日（日）１３時３０分～１５時００分

○講師 奈良 玲子 氏

（附属図書館AVホール）

『絶え間なく変化する航空の世界』 ５／１９受付

６月１９日（日）１３時３０分～１５時００分

○講師太田 勉 氏

（附属図書館AVホール）

『（仮）習志野騎兵旅団物語２ 秋山好古から栗林・西へ』 ６／２受付

７月２日（土）１３時３０分～１５時００分

○講師 山岸 良二 氏

（附属図書館AVホール）



伝承のひろば`２８

昨年に引き続き｢伝承のひろば｣は、年４回、学習センターと同キャンパス内に建つ若葉会館内大広間（和
室）を会場に、季節のうた、落語や民話、俳句、楽器演奏やかるた大会など毎回複数の企画をご用意して
います。子どもたちも一緒に楽しめる企画を計画していますので、お子さん、お孫さんと一緒
にご参加ください。

平成２８年４月２３日(土)
落 語
『孝行糖』 鹿鳴家 あん好
『崇徳院』 鹿鳴家 群馬

う た
茶摘み～手遊び
春の小川～どんな音が聞こえるかな？

聞きなし

〔伝承文化のひとつとして、動物の鳴き声等（特に鳥、虫など）を、人間の意味のあ

る言葉の音に置き換えて（聞き成して）受け取ること。たとえばウグイスは、平安
時代では鳴き声を「ウークヒ」と聞いていましたが、仏教信仰と関連付けられ、「法
法華経」と聞き成すようになりました。〕

伝承のひろばでは、こうした聞きなしを実際の鳥や虫の録音を聞きながらクイズなど
をしながら紹介します。

※時間はいずれも13時30分から15時30分までの２時間、会場は
放送大学若葉会館３階大広間（和室）です。

※各回の詳細な内容、参加申込み方法については、決まり次第、
千葉学習センター掲示ポスター、チラシ、学習センターホー
ムページでご案内いたします。
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平成２８年度 客員教員ミニゼミ 受講生募集 ①

千葉学習センターでは、客員教員の先生方による「ミニゼミ」を開講しています。このミニゼミは、少人数で先生を囲み、
各先生のご専門分野をテーマに、合唱、議論、実験、観察、発表・報告、学外活動など様々な学習スタイルで行われています。
現在28年度の新規参加者を募集中です。参加希望の方は、『ミニゼミ参加申請』に必要事項を記入のうえ、学習センターへ提
出（窓口、メールまたはＦＡＸ。電話は不可）してください。申請書を提出していただいた後、担当教員に受け入れ確認をし、
センターよりご本人へ受講可否をご連絡します。
(申請書は、学習センター窓口で配付、または学習センターHPからダウンロードしてお使いください。)

※今回掲載する内容は、平成２８年４月１日現在のものです。今後、定員に達した時点で募集を中止します。

※定員に空きがあるゼミへの参加申込みは、年度途中でも受け付けします。

タンパク質紳士淑女録 ～いろいろなタンパク質から健康のしくみを学ぶ～（木村先生ゼミ）
○講 師：木村 定雄（千葉大学名誉教授）
○募集定員：1０名
○開催日時：原則、月１～２回 水曜日 14:00～16:00開催予定

（初回日時：４月６日（水）14:00～16:00）
○内 容：私たちのからだの中にはたくさんの種類のタンパク質が存在しています。そのいろいろなタンパク質は個性豊

かにそれぞれ役割を発揮しています。たんぱく質とはどんなものか、神経系、循環器、呼吸器系、内分泌系、
泌尿器科系などからだの中でどのように働いているかを具体的に学びます。そして、タンパク質の構造や量が
変化するとなぜ病気になるかを学びます。ヒトゲノム、進化、薬の効き方の基礎も学びます。皆さんが関心を
もったタンパク質やその働き、ふしぎに思うことについて討論します。わからないこと（課題）を分担してみ
んなで調べます。このゼミでは、１回のゼミの前半を短い講義にして話題を提供し、ゼミの後半は議論・発表
の時間にします。生命のからくりを身近に議論しながら楽しく学んでみませんか？

○受講条件：適宜、必要な資料を印刷、配布します。
初回開講時に、参加者からゼミ内容に関する希望を伺います。受講者には、必要に応じて、調査課題を分担し
、簡単な発表資料を作成し、それをもとに短い発表をしてもらいます。調査課題を分担せずに参加だけするこ
ともかまいません。

Discussion in English（Horne先生ゼミ）

○講 師：Beverley Horne（千葉大学教育学部准教授）
○募集定員：２～３名
○開催日時：原則、毎月1～2回 金曜日 14:00～
○内 容：このゼミでは英国の文化のほか、皆さんがご興味を持たれた現代社会のさまざまな問題や話題について、自由

に英語で話します。イギリスの文化や社会に関心のある方や、英語で話したい方が参加してくださることを希
望しています。

○受講条件：ある程度英語のできる人

現代音楽の作曲技法と初級和声（山本先生ゼミ）

○講 師：山本 純ノ介（千葉大学教育学部教授）
○募集定員：５名程度
○開催日時：原則、毎月１回 水曜日 10:00～

（初回日時：４月２７日（水））
○内 容：まず私が示した基本的な和声をピアノで全員に一人ずつ弾かせます。特に教科書は用いませんが現代音楽の作

曲技法の概要等を紹介しその場で作曲を試みます。初級和声の課題を実施することと、現代音楽の作曲とには
一つの共通点があります。それは、「聴くこと」にあります。次の音や何か新しい事象を「探す」ことにあり
ます。

○受講条件：過去に作曲経験がある方は初回に作品を持参してください。受講に際しては、ある程度の読譜能力がある方が
望ましく、それらの方を優先します。
用意するものは、１０段から１２段の五線紙。筆記用具。和声の説明などでは、音楽之友社刊総合和声で使用
する和音記号を用います。

卒業研究にチャレンジしてみよう（木村先生ゼミ）
○講 師：木村 定雄（千葉大学名誉教授）
○募集定員：1０名
○開催日時：原則、月１～２回 日曜日 14:00～16:00開催予定

（初回日時：４月１７日（日）14:00～16:00）
○内 容：面接授業だけではものたりない、テーマを探して調べて掘り下げて議論したい、論文というものを書いてみ

たい、大学の学習の総仕上げとして何か形で残したいと考える人、こぞって参加ください。このミニゼミで
は、論文、レポート、感想文の違い、論文やレポートを書くときの注意点を各自が考えつつ学びます。また、
一番苦労する卒業研究のテーマ・問題の設定について学びます。テーマ設定だけでは論文は書けません。
どのように論文として展開できる問題にしあげるかなどを楽しく学びます。

○受講条件：基本的に放送大学に入学したどなたでも受講可能です。（１）卒業研究履修の申請条件を満たした人、（２）
卒業研究履修の申請条件をまだ満たしていない学習途中の人、（３）入学して間もないが、将来、卒業研究を
してみようと考える人のどなたでも参加ください。チャレンジ精神をもつ人を歓迎します。

定員満了のため受付終了



平成２８年度 客員教員ミニゼミ 受講生募集 ②

イベロアメリカの歴史・文化・社会（柳沼先生ゼミ）

○講 師：柳沼 孝一郎（神田外語大学外国語学部教授）

○募集定員：１０名～２０名程度
○開催日時：原則、毎月１回 土曜日 10:00～

（初回日時：４月１６日（土））
○内 容： イベリア半島のスペインとポルトガル、そしてメキシコ、カリブ海諸国、ペルーやボリビアなどアンデス地

域の国々、アルゼンチンやウルグアイなどのラプラタ諸国さらにブラジルなどラテンアメリカ（中南米）の
国々からなる地域を「イベロアメリカ」と言います。ラテンアメリカの国々はかつてスペインおよびポルト
ガルの植民地支配を受けた地域で、言語・宗教・習慣などラテン文化を継承する地域でもあります。当ミニ
ゼミでは、イベロアメリカ地域の歴史変遷、文化変容そして社会構造などについて、ビデオを鑑賞し、意見
交換しながら学びます。並行して、受講生の皆さんが各自、研究テーマを模索・設定し、発表・質疑応答
し合いながら、最終的に研究論文（レポート）にまとめます。文献収集や論文（レポート）の書き方につい
ても演習します。

○受講条件：①まずはイベロアメリカ世界を堪能して頂きます。②イベロアメリカの歴史・文化・社会に興味のある方の
積極的な受講を期待します。③テキストとして随時、プリントを配布します。④参考文献は適宜、紹介しま
す。外国語を学ぶ上でより重要なことはその言語の背景にある歴史と文化も学ぶことです。スペイン語の場
合、スペイン語が公用語として話されるスペインやラテンアメリカの国々の歴史や文化（文学、民族 音楽・
舞踊など）、社会（人々の暮らし、宗教、人種構成など）についても触れ、考えることです。地域言語（ス
ペイン語）をさらに学ぶために必要なモチベーションの高揚につながるからです。

＊「東西交流の起源：大航海時代と日本～イベロアメリカと日本の関係～」について、理解を深めるため
にプリント（テキスト）を配布します。

近世の地域社会と文化を考える ー『古今佐倉真佐子』を素材にー（菅原先生ゼミ）

○講 師：菅原 憲二（千葉大学名誉教授）

○募集定員：若干名
○開催日時：原則、毎週火曜日 14:00～16:00（半期で２０回程度）

（初回日時：４月５日（火））
○内 容：これまで３年間、元佐倉藩稲葉家家中渡辺善右衛門が著した「古今佐倉真佐子」を写真版で解読することに

努めてきました。去年12月にようやく全文の解読を終えました。その後はテキストと翻刻原稿の確認をして
精度の向上をめざしています。この翻刻については実は新たな刊行計画があり、放送大学の菅原ゼミの皆さ
んは大きな貢献をすることになります。原稿の確認校合の過程で最初は気がつかなかった問題とか、その後
解明できた問題などがあり、読み直しても興味のつきるところがありません。
今年度は、この作業をしながら、参加者各自が「古今佐倉真佐子」から関心を持った問題について関係資料
等とつき合わせて、報告をする機会も時々開きたいと思います。３年間の間に、このテキストから卒業研究
のテーマを見いだして、去年度は論文を提出した学生さんが出てきました。また今年も著者の渡辺善右衛門
をテーマに卒業研究に取り組む学生さんがいます。「古今佐倉真佐子」には18世紀後半から19世紀前半の頃
の佐倉城下や佐倉藩のことが多方面にわたって記されています。そのため、テキストから様々なテーマを選
び出すことが出来ます。善右衛門自身が写して様々な情報を書き込んだ古地図を片手に時には実地見学（佐
倉城址公園や武家屋敷跡など）をして、江戸時代中期の佐倉を想像しながら歩いてもいます。このようにし
て,古文書テキストの字のみならず、佐倉の祭りのこと、成田山のことなど様々なことを、図書館で辞書、研
究書、参考書と首っ引きで調べて、理解していきます。なお、テキストの読み合わせ以外に、随時他の古文
書の解読、また資料館の見学をして古文書の原本を閲覧したり、成田や佐倉の祭礼を見学したり、上記のよ
うな旧佐倉藩の各地を巡見もしています。

○受講条件：江戸時代のことに興味があり、色々調べてみたいと思う人は誰でもＯＫです。近世の古文書は、最初は難し
いと感じますが、翻刻原稿や参考書（通称アンチョコ１、同２、同３…）があり、愉快な先輩達が親切に教
えてくれます。高校で日本史を履修していなくても大丈夫です。筆者を通じて、江戸時代の色々なこと、佐
倉の寺院や神社のこと、武士や町人、百姓の生活などを知ることができ、次第に楽しくなってくるでしょう.
できるだけ毎週来られる方、調べることが好きな人、巡検が好きな人を歓迎します。

古代文学への『旅』（兼岡先生ゼミ）

○講 師：兼岡 理恵（千葉大学文学部准教授）

○募集定員：若干名
○開催日時：原則、毎月第１または第2木曜日 10:00～12:00

（初回日時：４月１４日（木））
○内 容：このゼミでは、『万葉集』を中心とした古代文学について、受講者それぞれの関心に応じて、様々な角度か

ら調べ、ひもといていきます。『万葉集』は、今から千年以上前に成立したものですが、その歌に詠み込ま
れた人々の思い、自然などは、現代にも通じるものです。
また日本各地様々な地域にちなんだ歌も多く、それらを知ることで、旅における新たな発見も増えること

でしょう。古代文学への「旅」を、是非ご一緒に。
○受講条件：特になし



平成２８年度 客員教員ミニゼミ 受講生募集 ③

きのこ・微生物を通して自然環境と人間生活を探ろう（鈴木先生ゼミ）

○講 師：鈴木 彰（東京都市大学知識工学部特任教授／千葉大学名誉教授）

○募集定員：７名程度
○開催日時：原則、毎月１～２回 第１学期（日曜午後）第2学期（土・日曜日いずれかの午後）

（初回日時：４月２４日（日）13:30～16:00）
○内 容：きのこやその他の微生物 (かび・酵母・細菌等) がいなければ、市場から生鮮食品としてのきのこ、発酵食

品（ヨーグルト、納豆等）、アルコール飲料、みそ等が消え、人生は寂しいものになったでしょう。抗生物
質等の様々な医薬品の生産もできなくなってしまいます。本ゼミではきのこ・かびやその他の微生物の実験
室での培養と観察、きのこ等の野外観察、きのこ栽培施設や醸造所見学等を参加者のご希望に従い企画予定
です。きのこやその他の微生物による環境浄化、医薬品開発、バイオエタノール等の微生物を用いたバイオ
テクノロジーの発展と我々の生活との関係ついても、共に学んでみませんか？本ゼミは、体験重視ですので
特別な基礎知識は必要ありません。共に体験し、学びましょう。過去、１泊２日で伊那市のマツタケ山の管
理方法の見学や八ヶ岳山麓でのきのこ観察旅行さらに海外の研究者を招いて討論会も行ってきました。
今年度も受講仲間との見学旅行や微生物に関わる見学旅行もいかがですか？初回開講時に、参加者から、今
年度のゼミ内容に関するご希望を伺いますので、まずは、参加され、ゼミ内容の企画自体に加わってみられ
ませんか？
なお、興味のある項目だけに参加いただくことでも歓迎です。

○受講条件：野外観察の学外での活動や実験室で培養実験等を予定していますので、これらの活動に参加ご希望の方は学生
保険への加入が必要です。初回に参加できなくても、定員以内であれば、いつからでも参加可能です。また、
ゼミ開催日も、土、日曜日に限らず月によっては平日でも可能な場合があります。なお、学内で開催するゼミ
のみへの参加も歓迎です。県外からの参加者を含め、現在29名の受講登録者がおられます。ほぼ高い頻度で出
席されているメンバーは15名前後で、その都度のゼミ課題に対する興味と都合で自由に参加されている方々も
おられます。自由に楽しみながらミニゼミへ参加していただければ幸いです。旧メンバーとともに新たな仲間
の参加をお待ちしております。

人間のライフサイクルと健康（舟島先生ゼミ）

○講 師：舟島 なをみ（千葉大学大学院看護研究科教授）

○募集定員：２０名程度
○開催日時：原則、毎月１回 水曜日 16:00～17:30

（初回日時：４月２７日（水）16:00～17:30）
○内 容：人間は、身体・心理・社会的側面の統合体であり、生涯発達し続ける存在である。このような人間の発達段階

各期、胎児期から老年期の特徴と健康問題を理解し、健康の維持増進にむけた対策について検討する。この目
的を達成するためにグスタフ・ビーゲランの彫刻を鑑賞し、人間の一生を、視覚を通して理解する。また人間
の一生を発達という視点から理解するために、発達の関連概念を学習する。さらに受講生は、各自が関心ある
発達段階を選択し、選択した時期の正常な発達を妨げる問題とその予防について学習し、ディスカッションす
る。

○受講条件：●以下の②条件のいずれかに該当することが望ましい
①人間と人間の発達に関心をもつ方
②将来もしくは現在、人間に関わる職業に従事したいと思っている方

●テキスト：舟島なをみ「看護のための人間発達学 第４版」医学書院、2016年2月1日8刷

平成28年度版 『千葉学習センター利用の手引き』

学習センター窓口で平成２８年度『利用の手引き』を配布しています。学生生活に必要な
情報を掲載していますので、ご自由にお持ち下さい。

掲載内容
平成２８年度授業日程
平成２８年度学年暦
施設案内図
図書館利用について
行事・課外活動について
学習上の諸注意
諸手続き・証明書発行
学内システムの利用
単位認定試験時間割 他



サークル・学生団体のご紹介 ①

平成２８年４月現在、千葉学習センターで放送大学学長により設置が許可されている公認サークルは、
２６団体（千葉学習センター『利用の手引き』21ページ参照）あります。新規会員を募集している団体
もありますので、ご興味のある方は、各団体連絡先までお問合せください。
なお、４月３日（日）入学者の集い後に、各団体による活動紹介や新入会員の勧誘活動が行われます。
この機会にぜひ、各団体の活動をご覧いただくとともに、入会をご検討してみてはいかがでしょうか。
各団体については、千葉学習センターＨＰや所内設置の紹介ポスターでもご覧いただけます。

カウンセリング研究会
≪学生生活を豊かにするために一緒に学びませんか？≫
＊カウンセリング研究会ってどんなところ？
カウンセリングや心理療法、臨床心理学などについて学習をしているサークルです。
入会金、年会費など徴収しておりません。資料のコピー代（実費）のみです。校外学習を
実施する時は別途に参加費を集めますが、もちろん実費だけです。
＊学習会について教えて？
毎月一回の定例会を千葉学習センターの講義室で行っています。他に、校外学習として、
美術鑑賞や自然散策、体験学習などに出掛けています。
＊会員にはどんな人たちがいるの？
精神科の臨床心理士、大学講師、自治体の女性相談員、キャリアカウンセラー、産業カウ
ンセラー、薬剤師、福祉領域の専門家など様々です。もちろん、心理学やカウンセリング
については、まったく初心者の方もたくさんおられます。幅広い会員層の人たちがいて、
オープンで明るいサークルです。
＊入会の申し込み・問い合わせ先は → seIbst@infoseek.jp 福森まで
入会にあたってのご注意とお願い
あくまでも学生団体ですので、現在、精神科等の医療機関・相談機関にかかっておられる
方の場合は入会をご遠慮いただいております。責任を負った専門的な対応が必要と考える
からです。よろしくご了承ください。

千葉コンピュータユーザーズは、パソコンの知識や操作技術の向上を目指し、日々努力と研鑽
を積んでおります。パソコンを通じ充実した時間を楽しむと共に相互の交流を深めております。
講義は原則として、毎土曜日の午後の約2時間で試験や面接授業などでパソコン室が使用でき
ないときもあり、凡そ年30回程です。

講師はパソコンに精通した会員にお願いしております。講義内容はエクセル、ワード、パワーポ
イントを主体とし会員の要望に応じ、講師の方々と相談の上決めております。

パソコンの操作方法や個人的な疑問点、質問は講義の前後や休憩時間に講師の方との相談
や、出席者相互間の意見交換で解決しております。

パソコンを学ぶ一方、会員相互の親睦交流も盛んで、春から季節ごとにお花見、暑気払い、紅
葉狩り、忘年会等多彩な行事を計画し、多数の皆様の参加を戴いております。
いまや、役所、銀行等の各種手続きや株式売買、税の申告等も自宅パソコンでできる時代です。

今まで、パソコンに触れる機会が無かった方、以前やっていたが再度学んでみたい方も是非ご
参加下さい。

を☆入会募集：定期募集は学期末前後
☆会 費：年 6,000円（前期・後期分割納入可） 入会金はありません。
☆お問い合わせ：（総 務）坂 本 splend@hkt.ne.jp

（会 長）中 込 y-nakagome@rose.plala.or.jp

千葉コンピュータユーザーズ

mailto:seIbst@infoseek.jp
mailto:y-nakagome@rose.plala.or.jp


サークル・学生団体のご紹介 ②

放送大学 シニアライフ研究会

― 人と語らい、知的な刺激を楽しみませんか ―
◎最近、仲間と議論する機会がありますか？
◎最近、新しいものの見方、考え方に触れたことがありますか？
◎最近、新しい友人を作りましたか？
○当会では、毎月第一月曜日（13：30～16：00）に、「例会」を開き、会
員が順番でその日の話題提供者となってプレゼンを行った後、和やかに
意見交換を行っています。「話題」は、古今東西、森羅万象にわたり各
自自由に決められます。歴史・社会・文学・趣味・健康・娯楽など、広
い範囲でご自身の発表テーマを決めて頂いて結構です。当サークルは、
６０才以上の男子学生のサークルです。例会は、極めてオープンな雰囲
気で行われています。皆様の豊かな社会経験、人生経験などを語り合い、
知的刺激を楽しんでみませんか！ 老化防止にも最適です。他に、経済
研究会など各種分科会があります。

○ご入会を歓迎します。見学も自由です。
○会費：年間３,０００円

連絡先：会長高田悦雄 etstaka@aroma.ocn.ne.jp  

☎：047-464-0209

スペイン語友の会
スペイン語が母国語の人は、なんと21か国・4億人！！
スペイン語とスペイン語圏の国々の歴史や文化を、みんなで楽しく学びませんか？
例会は月1回、原則第3土曜日の10時半から、主にセミナーハウスで開催

(時間割)・・・レベルに応じて、お好きなパートに参加できます
10:30～12:15    初級文法(Plaza MayorⅠ)
13:00～14:15     会話（暮らしのスペイン語会話）
14:15～15:30     講読・討論（El camino de las estrellas）
15:45～17:00   中級文法（Plaza MayorⅡ・ソフト版）
(会費)入会金2000円＋参加1回300円
（連絡先）田中恒男（代表）
080-3454-8707
8181tanaka@gmail.com
http://ksuetomi.life.coocan.jp/subspain.htm

mailto:8181tanaka@gmail.com
http://ksuetomi.life.coocan.jp/subspain.htm
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ドイツ語学習会
ドイツ語はドイツ、オーストリア、 スイス等の公用語であり、EU諸国では最大の話者を擁

する言語です。また、ドイツ語は英語と近い関係にあるため、英語を学んだ人にとってはそ
れほど難しい言葉ではありません。ドイツ語を学ぶことによって英語の知識や理解が深まる
という利点もあります。今でもドイツ語は哲学や音楽を学ぶ人には欠かせない言語となって
います。

ドイツ語学習会には以下の3つの分科会があり、会員数は１６名です。
１．会話クラス：ドイツ語を専門とする先生を招いて会話を中心に学びます。

活動日：金曜日、年に１０回程度
教材：「start frei」三修社テキスト

２．講読クラス１：ドイツ歌曲鑑賞と教材の輪読
活動日：第１火曜日、月１回
教材：ドイツ歌曲、「ドイツ語の歴史」Wikipedia

３．講読クラス２：教材の輪読
活動日：第３火曜日、月１回
教材：「Horizonte」東大出版

フランス語同好会
平成18年11月から、フランス語初歩の会を設立し、活動を続けてまいりました。

長い時間をかけて、テキストが初級から中級になったため平成27年4月からフランス語同好
会と名称を変更いたしました。
これからも、月1回、横川晶子先生のご指導のもと、会員の方々とフランス語とフランス文
化を知る長い道のりを歩んでいきたいと願っております。

フランス語同好会
代表（連絡係）木村浩子
連絡先 043-376-3213
携 帯 kyaro-kiji-hiro@ezweb.ne.jp

P C kimura-3@nifty.com

【連絡先】小竹敏弘／ Email：mogukotake@ybb.ne.jp

木彫（仏像づくり）サークル 会員募集中!!
俗に１０人１０色と言われます。若い時のバラ色の夢が、 今もバラ色―という人は、

木彫サークルにはいないと思います。多分、青い春があり、朱い夏が過ぎ、白い秋が巡
る日々の中で ある日、仏像づくりに意味を見出した人たちなのでしょう。そ れぞれの
手で仏像を仕上げていく姿は、心を形にしていると感じさせてくれます。

「できなかった人はいませんよ」と言う講師に励まされ、教材に彫刻刀で袈裟（け
さ）模様、目、鼻、口などを描いていきます。一刀ごとに自らの思いを込めて。その仕
種は自分色という時間をいつくしむかのように見受けられるのですがー。

活動風景

・月２回（１回約１時間３０分）の活動です。
・会費も彫刻刀もとても安く始められます。
・詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
・メール

ohta1（数字の１）@jcom.zaq.ne.jp
田中まで。

mailto:kyaro-kiji-hiro@ezweb.ne.jp
mailto:kimura-3@nifty.com
mailto:mogukotake@ybb.ne.jp
mailto:ohta1@jcom.zaq.ne.jp
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放送大学海洋クラブ

【お問い合わせ】
入学者の集い後に、サークル
紹介会場へお越しくださるか、
または下記まで

メール:ken_ueki＠hotmail.com

電 話:０４７-４８３-８２８０
（事務局：植木）



サークル・学生団体のご紹介 ⑤

空気をみるかい
開 催 日 原則・毎月第2土曜日 年1回合宿（2泊3日）

会 費 年会費 千円 毎回参加費700円

活動内容 スケッチ（絵画）を主体で行います。絵画に対して興味を持たれている方、
絵がうまくなりたい方は是非入会してください。また、絵鑑賞・おしゃべり
等で楽しい時間を持つ事ができます。学習センタ ーに絵を展示しています
ので見てください。

（連絡先）会長 岡部 勝 080-5071-3935

ソフトボールクラブ
開 催 日 （練習）原則・日曜日10時～13時・大学グランド

（大会）千葉市大会 春季・市民・秋季の３大会

会 費 年会費 ３千円

活動内容 体を動かしていない方、痩せたい方にお勧めです。初めて経験される方も
多くいますので、大会勝利に向けて励んでいますので、皆さん是非入会し
てください。

（連絡先）会長 岡部 勝 080-5071-3935

放送大学軽音楽部

軽音楽部はフォーク・ポップスから演歌・ロックまで軽音楽全般の歌と演奏を仲間
と一緒に楽しむために活動している他、高齢者介護施設等への歌による支援活
動にも積極的に行っています。

放送大学秋祭り

支援活動

募集パート:ギター・ベース・ドラムス・ピアノ・サックス-

ボーカル 他

活動日時:  主に 土曜日、日曜日、祝日
13:00～17:00頃

活動場所: 千葉学習センター・セミナーハウス等
千葉市南部青少年センター等

募集チラシ : 図書館、千葉学習センター学生ホールに掲示
してあります。

問い合せ先 :岡 和夫 090-9366-7834

(千葉学習センター・選科履修生)



サークル・学生団体のご紹介 ⑥

健康体操サークル
●定 時 活 動 日 ： 第2・４金曜日 １０：００～１２：００ 講義室等
●会費（講師招聘） ： １回６００円（3ケ月分前納制）
●講 師 ： コンデイショニングトレーナーの田中先生の指導を受ける。
●持 ち 物 ： ヨガマットかバスタオル 飲み物
●目 的 ： 使いすぎの筋肉と使えていない筋肉のアンバランスを無くして血行不良・老

廃物の滞りを改善！！
①＜リセットコンデイショニング＞
脱力・圧し動かし筋肉をもともとある状態に戻す運動。

②＜アクテイブコンデイショニング＞
○ 日常の動きの癖を是正し正しいフォーム・正しい呼吸法によ
り、筋肉を再教育する運動。 インナ ーマッスルを働かせ
骨盤・背骨を正しい位置に安定し内 臓の活性化をはかる。
○２時間のトレーニングの間にテーマを決めて（今 回は腰回
り、次回は足と いうように）①と②の運動をします。

古典詩歌を味わおう会
阿倍仲麻呂は鑑真和上を伴って中国から日本へ帰国する時、出航する寧波の港で、「天

の原 ふりさけ見れば春日なる・・・」と詠ったのは1200年以上も昔の天平の時代。
しかし、これら詩歌の数々は、時を経て今に至るも脈々たる生命を保ち続けています。

一方、これら詩歌は、詩人や歌人が己の湧き出る気持ちを一杯に込めて作られたものです。
サーッと眺めただけで、詩歌から溢れ出る詩情を感じ取ることなど、少々無理な話です。

詩の理解を深めるのに“詩吟”は一つの有力なアプローチです。詩吟は紙に書かれた詩文
を、いかに｢詩情に溢れた｢言葉と調べ｣にするか｣を目標としています。
その目標に向かって、詩人の生涯や生き方を学び、詩情を豊かに表現するために音の強

弱、言葉の間合い、母音の引き、それに発声の仕方などを工夫していきます。
簡単ではありませんが、やりがいを持って挑める目標です。その目標に向かって少しずつ
でも工夫・努力していく過程は楽しいものです。
これまでの経験は一切不問です。

入会大歓迎 「Don't Hesitate to join us.」
会開催日：毎月第１金曜日 午後
開催場所：千葉学習センター内講義室

※学習センター入口の掲示板に表示します。
会 費：年会費１,０００円
問合せ先：043-27６-0273（代表：鬼島）

テニスサークル テイクバック
現在会員は２４名、２０歳から８２歳まで幅広い年齢層のメンバーによって構成されてい

ます。
練習日は 毎週水曜日、午前９時から 午後４時まで。
練習コートは、大学側のテニスコート １面と、メディア側コート１面を使用しています。
午前は主に練習を行い、午後は実践を兼ねて試合を行っています。
練習では、サーブ、ボレー、ストローク等、そしてゲーム形式の試合展開等を行います。

（ 国吉 ）



サークル・学生団体のご紹介 ⑦

古文書をよむ会
岩淵令治先生（学習院女子大学教授）の御指導の下
に、天保13年から14年にかけて参勤交代で臼杵藩
から江戸に駐在した勤番武士の日記を読んでいます。

例 会：毎月第一・第三火曜日
１２：００～１７：００

企 画：年２～３回江戸歩き、臼杵訪問、
アフター５も楽しい「御膳廻し」初心者のフォローもしています。

（連絡先：鎌田03-3657-7565 kamadamrt@mtj.biglobe.ne.jp）

書道クラブ「翠乃会」
女流書家の小田原翠浦先生（読売書
法会理事・放送大学卒）を講師に迎
え、漢字三体（楷書、行書、草書）
及び古典の臨書を学んでいます。
活動は毎月第１火曜日、１０時から
１２時まで。作品は秋祭り等で発表
しています。初心者の方大歓迎です。
是非一度見学に来てください。お待
ちしています。

mailto:kamadamrt@mtj.biglobe.ne.jp


サークル・学生団体のご紹介 ⑧

翠空茶会（茶道研究会）
私たちは流派を超えた茶道研究会です。
時間的な制約の中で、美味しいお菓子とお薄をいただき、書物中心の勉強会
を致します。
年に２回、茶道に関連した美術館見学を予定しております。
初心者は勿論のこと、茶道に精通した方もいらしゃいますので、お気軽にご
参加くださる様お待ちいたしております。

【平成２８年度活動予定】

翠空茶会 総務 坂本 美幸
※予定は変更になることがございます。

年月日 曜日 時間 場所 内容

H28.4.19 火 13:00〜16:00 見浜園 [総会]、茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H28.5.21 土 1日 美術館 見学

H28.6.21 火 13:00〜16:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H28.7.16 土 13:00〜16:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H28.8.16 火 9:00〜12:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

12:00からﾎﾃﾙで会食

H28.9.17 土 18:00〜21:00 見浜園 [お月見]、茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H28.10.18 火 13:00〜16:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H28.11.19 土 1日 美術館 見学

H28.12.13 火 13:00〜16:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H29.2.14 火 13:00〜16:00 見浜園 [初釜]、茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

H29.3.18 土 13:00〜16:00 見浜園 茶書購読、お点前、一言ｽﾋﾟｰﾁ

心地よいハーモニーをめざして

千葉合唱サークルに入りませんか

「クリスマスミニコンサート」２０１５年１２月

現在練習中の曲：ぼくという名のひとり
しらかば
夢の世界を

サークル見学・入会希望の方は金子行夫（kanekoyjp@yahoo.co.jp）まで

年間活動予定 ：幕張祭コンサート
クリスマスミニコンサート
学位記授与式、入学者のつどいで学歌演奏
練習日月２回



サークル・学生団体のご紹介 ⑨

中国語学習会 中国文化と日本文化のつながり

【入会のご案内】

初心者、経験者も大歓迎です！皆様のご参加を心より歓迎

いたします。見学参加も大歓迎です！

連絡先 高橋 Eメール nrh55240@nifty.com
森部 Eメール ayako-m4495@docomo.ne.jp

活動日：原則 毎月第１、第３土曜日 10:00－12:00

場 所：千葉学習センターの講義室を使用します
会 費：２カ月毎４千円（１回千円相当）

他に年会費５百円（連絡通信費等）

中国語の学習を通して異文化の理解を図り、
文化の交流と日中両国の友好に資する。

中南米研究会

＜千葉同窓会年間の活動状況について＞
ご卒業・修了を迎えられた皆様、また新たに放送大学へご入学をされた皆様、誠におめでとうございます。
私ども放送大学同窓会連合会は、北は北海道から南は沖縄までの各学習センター単位に同窓会が設立さ

れ、全国規模の大きな団体に成長しており、当千葉同窓会も平成２年９月に連合会の支部として発足した後、
平成１０年４月に千葉同窓会として千葉学習センターを卒業・修了された方々により組織され、会員数は現在
１，１１８人です。

千葉同窓会の活動状況は、同窓会ホームページにも掲載され、会報を７月と１２月の年２回発行し、会員の
皆様へ大学広報誌「ＯＮ ＡＩＲ」、学生募集のリーフレットとともにお届けしております。また、活動の主
なものとしては、会員及び在学生との親睦、研修旅行を６月、１０月に企画し、毎回在学生の方々にもご参加
をいただいて居ります。今年度は、６月１２日（日）に佐倉市にある自然豊かな中にたたずむＤＩＣ川村美術
館を訪れる企画をしております。秋には、学習センター、各同好サークルと共に「幕張祭」

に参加し、私の発表会、ミニバザー、大学叢書・大学バッジ等の販売、同窓会活動状況の放映などを企画して
おります。また、毎年３月に行われるＮＨＫホールで行われる卒業・修了式と、ホテルで行われる大学との共
催事業である卒業・修了祝賀会には当同窓会の役員が実行委員として支援活動を行っております。ご入学され
た皆様、ぜひ卒業・修了を目指し努力され、同窓会への入会を切望しております。

千葉同窓会

放送大学千葉同窓会からのお知らせ

mailto:nrh55240@nifty.com
mailto:ayako-m4495@docomo.ne.jp


＊読者の広場＊

「祝!! 特許取得」
～ユニバーサルデザインによる円錐台形状の回転トイレ、及びそれを含むトイレユニット～

千葉学習センター全科履修生 床 井 励

特許取得製品の概要

便器に対して便座が360度回転可能な円形の形状をしたトイレの発明です。
一般的なトイレは、便器と便座が固定されており、利用者がそれに合わせて体の向き、位置を変え、座
らなければなりませんでした。
しかし、この私の発明は、利用者が動くのではなく、トイレ自体が（便座が便器に対して）回転して向
きを変えるので、車椅子の方や松葉杖の方、高齢者や子供、妊婦さん等も快適に利用できるというもの
です。
回転の構造も、電気系統を利用せず、ボールキャスターを便座の裏面に設け、便器本体にボールキャ

スターが入る溝を設けることで容易に回転できます。また、シンプルな構造ゆえ故障も少なく、掃除も
しやすくなりました。また、ボールキャスターを使用することで、交換も容易にできます。

特許取得の経緯

私が先天性の二分脊椎症で生まれてきたこととこれまでの経験が一番大きく影響していると思いま
す。この20年間で膀胱と左下肢を併せて7-8回手術し、入退院を繰り返し、今も通院し、治療中である
という実体験なしに今回のトイレの発明は語れません。
生まれた当初は一生歩けず、車椅子での生活になるだろうとまで言われましたが、生後すぐ渡米し3

年半の治療を経て、歩けるようになりました。今では、大学のテニスサークルでテニスができるほど
までに回復しました。
これまでの経験、いわば20年間の人生（生活）そのものと、特に高校時代の入退院の繰り返しの経

験を通して、医療現場（病院）であっても、医療機器・製品による不便さを覚え、入院中は看護師さ
んの介助なしには自力で、車椅子や松葉杖でのトイレへの移動が難しいこと、大変不便を感じたこと
など、本人とともに介助する側にも大きな負担がかかっているという実情を知り、経験したことが、
今回のトイレの発明をするに至った大きなきっかけです。

このような実体験を伴っていたので、千葉学習センターで開設されていた「ユニバーサルデザイン
のゼミ」（青木ゼミ）に大変興味を持ち、2013年夏からこのゼミに入り、ユニバーサルデザインにつ
いて学び、ユニバーサルデザインによる製品のデザインを始めました。そこで、ユニバーサルデザイ
ンについて学び、考え、デザインした“だれでもトイレ”という発明に青木先生が目を留めてくださ
り、特許取得を提案してくださいました。
そして、パテントコンテストという若者に特許取得の機会を与えることを目的とし、入賞者には特

許取得迄の全費用と弁理士さんの費用も主催者側が支援してくださる全国規模のコンテストへの応募
を勧めて下さいました。
そして平成26年度（2014年度）パテントコンテストに“だれでもトイレ”の発明を応募し、感謝なこ
とに入賞し、また「審査員長特別賞」（実質上の最優秀賞）まで受賞させて頂きました。
（参照：http://www.inpit.go.jp/content/100587211.pdf）
その後、弁理士さんのご指導のもと特許申請をし、2015年10月には上記発明の特許を取得できました。
特許第５８２５７０１号「ユニバーサルデザインによる円錐台形状のトイレ、及びそれを含むトイレ
ユニット」です。
（参照：http://astamuse.com/ja/granted/JP/No/5825701）
現在は、製品化を夢見ています。

http://www.inpit.go.jp/content/100587211.pdf
http://astamuse.com/ja/granted/JP/No/5825701
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＊読者の広場＊

プロフィール
床井 励（トコイ レイ） ２０歳
現在、放送大学２年生 教養学部 心理と教育コース

1996年1月1日 先天性の二分脊椎症で生まれる。
当初は一生歩けず、車いすでの生活になるだろうと言われたが、生後すぐ渡米し、3年半の治療を経て、
歩けるようになり、しかもスポーツができるまでに回復した。 今でも通院と治療は継続中。
これまでの20年間で、膀胱と下肢を併せて7-8回程手術し、特に高校時代は、入退院を繰り返す。その後、
高校卒業認定試験を受ける。
放送大学を知り、2012年2学期から選科履修生として学び始める。
2013年夏から、千葉学習センター開講の“ユニバーサルデザインのゼミ”（青木ゼミ）に入り、ユニバーサル
デザインについて学び、ユニバーサルデザインによる製品のデザインを始める。
2014年には、ゼミの先生の勧めで平成26年度パテントコンテストに“だれでもトイレ”という発明で応募し、
入賞、並びに「選考委員長特別賞」を受賞し、特許取得支援対象に選ばれる。 （参照：
http://www.inpit.go.jp/content/100587211.pdf）
2015年10月には上記の“だれでもトイレ”の発明で特許取得。
「ユニバーサルデザインによる円錐台形状のトイレ、及びそれを含むトイレユニット」
（特許第５８２５７０１号）（参照：http://astamuse.com/ja/granted/JP/No/5825701）
現在、製品化を夢見て模索中。

今回、特許を取得できたのも、ゼミで教えてくださった青木先生をはじめ、
この20年間支え、励まし、応援し続けてくれた両親や多くの方々のお陰です。
改めてこの場を借りて心から感謝申し上げます。

パテントコンテスト賞状

特許証

青木先生と

http://www.inpit.go.jp/content/100587211.pdf
http://astamuse.com/ja/granted/JP/No/5825701


単位認定試験までのい・ろ・は

千葉学習センターから 単位認定試験を受験される方へ千葉学習センターから

単位認定試験受験までに必ず確認してください!!

➀受験センターをもう一度確認してください！！
原則として所属学習センターが受験会場となっています。予め期間内に「単位認定試験

受験センター変更願」を出せば、所属学習センター以外で受験できます。転勤・転居等

止むを得ない事情、また、通勤・通学等地理的関係により所属学習センター以外での

受験を希望する場合は、受付期間内に手続きをしてください。

（学生生活の栞p.72-73）

②通信指導に合格する
通信指導は、単位認定試験を受験できるがどうかに関わる大切な提出
課題です。印刷教材と一緒に郵送されます。必ず期限内に届くよう、
大学本部宛郵送で提出してください。インターネット上で提出・解説
の閲覧ができる「Web通信指導」もあります。

第１学期提出期限
郵送 ５月２４日（火）～６月７日（火）本部必着
Ｗｅｂ ５月１７日（火）10：00～６月７日（火）17：00

●提出先は大学本部です。千葉学習センター窓口では受け取ることが
できませんので、持込はご遠慮下さい。期限内（５月２４日（火）～
６月７日（火））に大学本部に届くよう、余裕を持って郵送してくだ
さい。
●添削結果と解答は７月中旬頃に返送されます。未着期限日になって
も届かない場合は、大学本部学生課通信指導係にご連絡下さい。なお、
添削結果より前に受験票が届くことがあります。

（学生生活の栞p.68-70）

③受験票が届く

通信指導に合格すると、単位認定試験の受験資格が得られます。
試験日の約一週間前までに、受験票（単位認定試験通知）が送付
されますので、記載事項（受験科目・試験時間・試験会場）を必
ず確認してください。科目によっては、印刷教材等の持込が認め
られる物品があります。受験票に同封されている「単位認定試験
受験に際しての注意事項」で確認してください。

（学生生活の栞p.71-72）



平成2８年度第1学期の面接授業追加登録についてお知らせします。
追加登録の対象となる科目の発表が4/1６（土）、登録開始は4/２２（金）です。
追加登録の方法は、以下の通りです。
・①開講する学習センターで、登録・入金します。
・②必要なものは、学生証・申請書・授業料の3点です。
・郵送でも受け付けています。郵送の場合は、②の3点のほか、返信用封筒（82円切手貼付）が必要です。
郵送は、現金書留でお送りください。

・登録後、科目登録決定通知書を発行しますので、必ずお受け取りください。科目登録決定通知書は、受講
する際に携帯するようお願いします。

以下、追加登録方法の注意点です。
●一度単位を取った科目、日程が重複している科目は申請できません。
●大学院生は受講できません。
●追加登録は、代理人でも登録できます。ただし、受講する本人の学生証が必要です。
●郵送の場合、郵送している間に満席になることも考えられます。その場合は返金となりますので、ご了承
ください。なお、返金の際は、返送に係る費用を差し引きます。

●毎学期、未登録にもかかわらず、授業へ参加し、教室で名前を呼ばれない方がいます。授業料を支払う際
に科目登録決定通知書が送られていますので、必ず授業名を確認、科目登録決定通知書を携帯して受講し
てください。

●他センターの科目を登録する場合は、他センターに行くか、郵送で登録をしてください。

追加登録の対象科目は、各学習センターまたは放送大学ホームページのシステムWAKABAより確認できま
す。システムWAKABAでは、リアルタイムで空席状況を確認できますので活用してください。
システムWAKABAからの確認方法は、放送大学ホームページ「在学生の方へ」クリック→「システムWA

KABA」をクリック→「認証画面」でログイン→左側のメニュー「科目登録申請」クリック→申請種別「面
接授業追加登録」空席照会をクリック→希望の科目を探します。
詳細は、『学生生活の栞』p.６４～6６をご覧ください。

通信指導は、学期末の単位認定試験を受験できるかどうかに関わってくる大切な提出課題です。必ず提出期間
内に届くように郵送してください。科目によっては、キャンパス・ネットワーク・ホームページ「Web通信
指導」で提出することもできます。

提出期間：郵 送 平成28年５月24日（火）～６月７日（火）必着
Web 平成28年５月17日（火）１０:００～６月７日（火）１７:００

注意事項です。
●通信指導問題は、印刷教材と一緒に郵送されます。万一届いていない場合、大学本部総合受付へご相談く
ださい。

●提出先は、学習センターではありませんので、学習センターでは受け取りません。期間内に間に合うよう、
余裕を持って郵送してください。持込もご遠慮ください。

●６月８日（水）以降に届いた通信指導問題は受理されません。繰り返しますが、期間内に届くように郵送
してください。また、５月２４日（火）より早く郵送した場合も受理できませんので、ご注意ください。

●通信指導の結果と解答は、７月中旬頃に、単位認定試験受験票より遅く届くことがあります。
●提出型問題の他に、自習型問題があります。自習型問題は、提出型問題と一緒に間違って郵送してしまう
と、添削されず、手元に戻ることもありません。必ず、切り取って保管してください。また、科目によっ
ては、自習型問題の解答・解説がありません。自習型問題の注意事項をよくお読みください。

千葉学習センターから 面接授業追加登録と通信指導について千葉学習センターから

追加登録の方法と対象科目

通信指導の提出期間



単位認定試験は、大学院が７月22日（金）・７月23日（土）、教養学部が７月２4日（日）～７月31日
（日）で行われます。それまでのスケジュールは短いので、日程に気をつけましょう。
７月中旬頃に、単位認定試験受験対象者に受験票が送られます。受験票が届かない場合、システムＷＡＫＡ

ＢＡで確認または大学本部総合受付へお問い合わせください。
また、学生証を受け取っていない、更新していない方は、試験期間前に交付を受けるよう、ご協力ください。

試験期間中は、事務室窓口が混み合いますので、試験開始時間に間に合わなくなることも予想されます。試験
期間中の学生証交付は避け、なるべく試験期間前に交付を受けるようにしてください。なお、写真未提出の方、
未登録の方は、早めに大学本部・学生課入学履修係へ郵送するようにお願いします。写真登録の確認方法は、
学生用ホームページ・システムWAKABAの学生カルテをご覧ください。

通信指導・単位認定試験については、『学生生活の栞』教養学部はp.67～7８を、大学院はp.66～72を参
照してください。

夏季集中科目は、看護師資格と図書館司書教諭があります。４月上旬より、各要項を配布予定です。出願・
科目登録は、看護師資格が５月１日（日）～５月３１日（火）必着、図書館司書教諭が５月１日（日）～６月
７日（火）必着となります。
図書館司書教諭は、教員免許を持っていることが前提となり、証明書をそろえて出願していただくことにな

ります。看護師資格は、特に制限はありませんが、看護師養成所に通学している方が多く受講しています。内
容も専門的になっていますので、受講する際はお気をつけください。放送大学に在学していない方（大学院生
も含む）は「出願」、在学生は「科目登録」となりますので、出願する様式にもお気をつけください。
７月下旬より視聴開始となります。看護師資格の単位認定試験は、９月２3日（金）か９月24日（土）の

いずれかを選択します。途中での変更はできませんので、ご注意ください。
夏季集中科目の詳細は、それぞれの要項を参照して下さい。

千葉学習センターから 単位認定試験と夏季集中科目について千葉学習センターから

単位認定試験について

夏季集中科目について

『Newsletterちばがく』投稿のご案内

『Newsletterちばがく』では、学生の皆さんからの投稿をお待ちしています。学習センターのイベント

や講演会へ参加した際のご感想、サークルの活動報告、エッセイ、旅行記、センターで学ぶ他の仲間へ紹

介したい情報など、お気軽にご投稿ください。ご投稿いただいた原稿は、原則として投稿後最初に発行す

る『Newsletterちばがく』へ投稿順に掲載いたしますが、ページ数の 関係で掲載できない場合は、次号で

の掲載となります。また、文字数が多い場合には、文章の調整や２回に分割しての掲載をお願いする場合

がございますので、あらかじめご了承願います。

ご投稿いただく際は、①タイトル②お名前③学生種・コース名等も忘れずにお知らせください。

【投稿アドレス】e.chibagaku@ouj.ac.jp

※ご郵送の場合は、表紙右上住所まで。直接学習センター事務室へお持ちいただいても結構です。

保健室閉室のお知らせ

平成２８年３月２３日（水）をもちまして保健室は閉室となりました。


